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岡
山
藩
神
職
請
制
度
補
考
水
野
恭
一
郎
一
江
戸
幕
府
の
も
と
で
キ
リ
ス
ト
教
禁
止
の
政
策
に
と
も
な
っ
て
、
庶
民
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
の
証
明
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
檀
那
寺
に
よ
っ
て
行
な
わ
せ
る
、
い
わ
ゆ
る
「寺
請
」
の
制
度
が
全
国
的
に
施
行
さ
れ
た
中
で
、
岡
山
藩
で
億
藩
主
池
田
光
政
の
時
代
に
、
こ
の
宗
門
請
合
を
、
仏
教
寺
院
で
あ
る
檀
那
寺
に
か
え
て
、
領
内
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
神
社
の
神
職
に
よ
っ
て
行
な
わ
せ
る
制
度
が
実
施
し
ん
し
よ
く
う
け
か
ん
ぬ
し
う
け
し
ん
と
う
う
け
さ
れ
た
。
こ
の
制
度
が
「神
職
請
」、
あ
る
い
は
「神
主
請
」、
ま
た
「神
道
請
」
と
も
呼
ば
れ
て
、
寛
文
六
年
(
一
六
六
六
)
か
ら
、
光
政
卒
去
後
の
貞
享
四
年
(
一
六
八
七
)
に
至
る
、
お
よ
そ
二
十
年
に
わ
た
っ
て
領
内
に
広
く
行
な
わ
れ
、
岡
山
藩
の
宗
數
政
策
上
の
問
題
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
江
戸
幕
府
の
宗
教
制
度
の
中
で
の
特
異
な
事
象
と
し
て
、
世
の
注
目
を
浴
び
た
の
で
あ
る
。
こ
の
岡
山
藩
神
職
請
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
「
備
前
藩
に
お
け
る
神
職
請
制
度
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
そ
の
思
想
的
な
い
し
　
政
治
的
背
景
、
実
施
の
状
況
お
よ
び
推
移
な
ど
に
つ
い
て
、
一
応
の
考
察
を
進
め
た
拙
論
を
発
表
し
た
が
、
こ
の
前
稿
に
お
い
て
、
な
お
十
分
詳
し
く
触
れ
得
な
か
っ
た
問
題
や
、
こ
れ
に
関
連
す
る
史
料
で
紹
介
し
て
お
き
た
い
も
の
な
ど
も
若
干
の
こ
さ
れ
て
い
た
の
で
、
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
蛇
足
な
が
ら
、
い
さ
さ
か
補
考
を
試
み
よ
う
と
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
岡
山
藩
神
職
請
制
度
補
考
二
六
三
二
六
四
二
岡
山
藩
主
池
田
光
政
が
、
寺
請
に
か
わ
る
神
職
請
の
制
度
を
、
そ
の
領
内
に
実
施
せ
し
め
る
に
至
っ
た
事
情
に
つ
い
て
は
、
前
稿
に
お
い
て
論
述
し
た
よ
う
に
、
光
政
が
極
め
て
熱
心
な
儒
教
の
信
奉
者
で
あ
り
、
そ
の
儒
教
尊
重
の
立
場
か
ら
、
ひ
い
て
は
排
仏
論
的
な
思
想
を
、
早
く
か
ら
懐
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、
そ
の
根
底
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
藩
の
宗
教
政
策
の
上
に
、
現
実
の
政
治
的
問
題
と
七
て
表
面
化
き
れ
て
き
た
之
と
に
は
、
神
職
請
施
行
の
前
年
の
寛
文
五
年
に
、
幕
府
か
ら
諸
宗
寺
院
一
般
に
対
す
る
か
な
り
厳
し
い
統
制
令
的
な
法
度
が
相
つ
い
で
出
さ
れ
た
こ
と
が
、
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
、寛
文
五
年
七
月
十
一
日
付
で
、
諸
国
の
諸
宗
寺
院
お
よ
び
僧
侶
の
こ
と
に
関
し
て
、
二
つ
の
注
目
す
べ
き
禁
令
が
公
布
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
第
一
は
左
　
記
の
諸
条
目
で
あ
る
。
定
一
諸
宗
法
式
不
レ
可
二
相
乱
↓
若
不
行
儀
之
輩
於
レ
有
レ
之
者
、
急
度
可
レ
及
二
沙
汰
一事
、
一
不
レ
存
二
一
宗
法
式
一
之
僧
侶
、
不
レ
可
レ
為
二
寺
院
住
持
一事
、
附
、
立
二
新
義
↓
不
レ
可
レ
説
二
奇
恠
之
法
一事
、
一
本
末
之
規
式
不
レ
可
レ
乱
レ
之
、
縦
雖
レ
為
二
本
寺
嚇
対
二
末
寺
↓
不
レ
可
レ
有
二
理
不
尽
之
沙
汰
一事
、
一
檀
越
之
輩
、
雖
レ
為
二
何
寺
軸
可
レ
任
二
其
心
得
{
僧
侶
方
不
レ
可
二
相
争
一事
、
一
結
二
徒
党
(
企
二
闘
諍
納
不
似
合
事
業
不
レ
可
レ
仕
事
、
一
背
二
国
法
}輩
到
来
之
節
、
於
レ
有
二
其
届
一者
、
無
二
異
儀
一可
レ
返
之
事
、
一
寺
院
仏
閣
修
復
之
時
、
不
レ
可
レ
及
二
美
麗
一
事
、
附
、
仏
閣
無
二
懈
怠
一掃
除
可
二
申
付
一事
、
一
寺
領
一
切
不
レ可
二
売
買
蛇之
、
井
不
レ可
レ
入
二質
物
一事
、
一
無
一由
緒
一者
、
雖
レ有
二弟
子
之
望
↓
猥
不
レ
可
レ令
二
出
家
嚇
若
無
レ
拠
子
細
於
レ有
レ之
者
、
其
所
之
領
主
・
代
官
江
相
断
、
可
レ任
二
其
意
一事
、
右
条
々
、
諸
宗
共
可
二
堅
守
一之
、
此
外
先
判
之
条
数
、
弥
不
レ可
二
相
背
一之
、
若
於
二違
犯
一者
、
随
二科
之
軽
重
↓
可
二沙
汰
一之
、
猶
載
二下
知
状
一者
也
、
こ
の
禁
令
に
お
い
て
は
、
諸
宗
の
僧
侶
、
殊
に
住
持
た
る
も
の
の
心
構
え
、
資
格
に
つ
い
て
厳
し
く
令
し
、
更
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
由
緒
な
き
者
が
み
だ
り
に
出
家
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
も
し
、
よ
ん
ど
こ
ろ
な
き
子
細
が
あ
っ
て
出
家
を
望
む
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
の
　
領
主
な
い
し
代
官
の
許
可
を
必
要
と
す
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
日
付
で
出
さ
れ
た
第
二
の
禁
令
は
、
条
々
一
僧
侶
之
衣
躰
、
応
二其
分
際
一可
レ着
レ
之
、
拜
仏
事
作
善
之
儀
式
、
檀
那
雖
レ望
レ之
、
相
応
軽
可
レ仕
之
事
、
一
檀
方
建
立
由
緒
有
レ之
寺
院
住
職
之
儀
者
、
令
レ為
二檀
那
計
一之
条
、
従
二
本
寺
一遂
二相
談
↓
可
レ任
二其
意
一事
、
一
以
二
金
銀
↓
不
レ可
レ致
二後
住
之
契
約
一事
、
一
借
二
在
家
宀
構
二仏
檀
州
不
レ
可
レ
求
二利
用
一事
、
一
他
人
者
勿
論
、
親
類
之
好
雖
レ有
レ之
、
寺
院
坊
舎
女
人
不
レ
可
一抱
置
一之
、
但
、
有
来
妻
帯
者
可
レ為
二格
別
一事
、
右
条
々
、
可
二相
守
一之
、
若
於
ご違
犯
一者
、
随
二科
之
軽
重
朔
可
レ有
二御
沙
汰
一旨
、
依
レ仰
執
達
如
レ件
、
と
い
う
も
の
で
、
僧
侶
の
風
儀
を
正
し
、
'殊
に
寺
院
坊
舎
に
女
人
を
抱
え
置
く
こ
と
を
堅
く
禁
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
禁
令
が
、
光
政
の
寺
院
淘
汰
政
策
を
進
め
る
上
で
の
有
力
な
根
拠
と
な
っ
た
こ
と
は
、
寛
文
七
年
六
月
に
、
江
戸
の
天
台
宗
総
本
山
で
あ
る
東
叡
山
寛
永
寺
か
ら
の
訴
え
に
よ
っ
て
、
幕
府
の
老
中
か
ら
、
岡
山
藩
内
の
天
台
宗
寺
院
僧
侶
還
俗
に
つ
い
て
の
事
情
が
尋
ね
ら
れ
た
と
き
、
備
前
国
磐
梨
郡
元
恩
寺
の
寺
中
、
三
学
院
・
智
乗
坊
・
宝
積
坊
の
三
坊
還
俗
の
事
情
に
つ
い
て
、
磐
梨
郡
の
村
代
岡
山
藩
神
職
請
制
度
補
考
二
六
五
二
六
六
す
ぐ
り
　
官
村
主
九
右
衛
門
が
差
出
し
て
い
る
書
上
げ
に
、
右
三
坊
還
俗
之
様
子
ハ
、
去
年
春
之
比
か
、
御
公
儀
様
汐
、
寺
方
弟
子
ヲ
取
申
候
ハ
・
、
国
主
江
相
断
、
吟
味
之
上
ニ
テ
取
可
レ申
候
共
寺
内
二
繼
ら
ば
二
而
も
抱
置
申
間
敷
旨
御
書
出
し
廻
り
申
候
然
上
ハ
耕
作
も
難
成
其
上
、
旦
那
中
ハ
神
儒
二
入
候
へ
ぽ
、
寺
之
便
二
も
不
二罷
成
嚇
迷
惑
仕
居
申
候
処
二
、
奉
行
所
汐
申
渡
し
候
ハ
、
右
之
通
二
而
ハ
家
業
も
無
レ之
、
難
儀
可
レ
為
候
、
乍
レ去
、
各
ハ
好
キ
田
地
持
申
候
間
、
還
俗
致
し
、
男
女
ヲ
抱
、
耕
作
仕
間
敷
候
哉
、
但
其
方
分
別
次
第
可
レ為
と
申
聞
せ
候
、
右
三
坊
も
様
々
思
案
仕
躰
と
相
見
へ
申
候
、
他
国
へ
参
候
て
も
出
家
ヲ
立
可
レ申
便
も
無
レ
之
二
付
、
出
家
中
間
方
女
談
合
仕
ル
由
二
御
座
候
得
共
、
宜
敷
事
も
無
レ之
処
、
百
姓
旦
那
共
異
見
仕
候
ハ
、
各
清
僧
ヲ
立
、
何
之
家
業
も
無
レ
之
ハ
、
初
終
堪
忍
も
成
申
間
敷
と
笑
止
二
存
候
、
幸
能
田
畠
も
在
レ之
義
候
間
、
還
俗
之
上
、
耕
作
致
し
、
安
座
仕
候
方
か
可
レ然
候
ハ
ん
と
申
候
得
ハ
、
早
速
還
俗
仕
、
右
之
三
学
院
ハ
清
右
衛
門
と
名
ヲ
替
、
神
職
二
罷
成
、
智
乗
坊
ハ
安
兵
衛
、
宝
積
坊
ハ
理
兵
衛
と
申
候
、
何
茂
耕
作
仕
居
申
候
、
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
同
じ
く
赤
坂
郡
正
満
寺
の
寺
中
、
妙
覚
院
・
成
就
坊
・
妙
円
坊
の
三
坊
還
俗
の
事
情
に
つ
い
て
、
赤
坂
郡
の
村
代
　
官
和
田
太
郎
左
衛
門
が
差
出
し
た
書
上
げ
に
も
、
(居
)
御
公
儀
様
汐
寺
々
へ
被
二仰
出
一御
法
式
之
通
申
聞
、
兎
角
弟
子
取
か
た
く
、
又
は
在
二
い
申
故
、
作
不
レ
仕
候
ヘ
ハ
迷
惑
仕
候
、
作
ぽ
う
も
り
し
仕
候
ヘ
ハ
、
寺
院
二
女
人
無
二御
座
一候
て
ハ
作
物
こ
な
し
成
か
た
く
御
座
候
へ
共
、
本
寺
汐
坊
守
置
申
間
敷
旨
申
渡
ス
ニ
付
、
近
年
寺
院
二
(蝿
申
女
頼
こ
な
し
仕
候
へ
土
へ
去
春
御
江
戸
汐
之
御
書
付
之
通
相
守
候
ヘ
ハ
、
作
不
レ
成
二
付
、
右
之
通
申
聞
『
還
俗
仕
㍉
自
由
作
等
も
可
レ仕
哉
と
申
聞
候
、
と
記
さ
れ
て
お
り
、
前
掲
の
幕
府
の
禁
令
の
条
文
が
巧
み
に
利
用
さ
れ
て
、
僧
侶
の
退
寺
・
還
俗
の
こ
と
が
、
郡
奉
行
や
村
代
官
を
通
じ
て
勧
め
促
さ
れ
て
い
る
状
況
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
そ
の
間
に
、
磐
梨
郡
代
官
の
書
上
げ
の
中
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
領
内
の
一
般
庶
民
た
ち
に
対
す
る
儒
教
信
奉
へ
の
誘
導
、
そ
れ
に
と
も
な
う
檀
那
寺
か
ら
の
離
脱
の
ご
と
が
、
藩
主
光
政
の
信
念
に
基
づ
い
て
、
熱
心
に
勧
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
、
寺
僧
還
俗
の
趨
勢
を
促
進
す
る
根
本
的
な
条
件
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
寛
文
七
年
四
月
晦
日
付
で
、
光
政
が
大
老
酒
井
雅
楽
頭
忠
　
清
へ
書
き
送
っ
て
い
る
書
状
に
、
先
日
御
物
語
仕
候
こ
と
く
、
尤
所
ニ
ハ
よ
り
候
得
共
、
近
年
国
元
之
民
共
、
出
家
共
之
私
欲
を
以
、
人
を
た
ふ
ら
か
し
候
を
見
か
き
り
、
儒
学
を
好
申
者
、
端
々
在
レ之
二
付
、
何
之
か
み
分
も
無
レ之
者
共
も
、
右
之
者
之
申
所
ヲ
聞
馴
、
坊
主
を
う
と
み
申
、
神
儒
を
好
風
、
所
々
多
御
座
候
、
然
る
所
二
、
去
々
年
寺
方
へ
之
被
二仰
出
一之
御
条
目
を
、
末
々
二
而
も
承
、
御
公
儀
二
も
出
家
を
ハ
、
さ
の
み
御
用
ハ
不
レ被
レ成
と
申
な
し
、
又
ハ
私
儒
ヲ
好
申
二
付
、
弥
ど
こ
と
も
な
く
右
之
通
二
罷
成
候
、
た
と
ヘ
ハ
一
村
之
内
二
、
少
二
而
も
仏
法
信
仰
仕
候
者
ハ
一
人
か
二
人
に
て
御
座
候
、
残
り
ハ
儒
と
も
仏
と
も
考
な
き
者
二
而
御
座
候
故
、
私
好
候
事
二
而
候
得
ハ
と
申
、
葬
祭
ヲ
神
儒
二
仕
候
者
、
多
罷
成
候
事
、
と
記
し
て
、
領
主
で
あ
る
光
政
が
熱
心
な
儒
教
信
奉
者
で
あ
る
こ
と
に
ひ
か
れ
て
、
領
民
の
間
に
も
、
次
第
に
仏
教
を
捨
て
て
儒
教
を
奉
ず
る
も
の
が
多
く
な
っ
た
事
情
を
述
べ
、
ま
た
、
そ
の
こ
と
が
領
内
諸
寺
院
の
住
持
還
俗
へ
つ
な
が
る
結
果
に
も
な
っ
た
こ
と
に
言
及
し
て
、
(寛
文
五
年
)
此
度
国
元
出
家
還
俗
之
子
細
は
、
右
如
二申
候
嚇
旦
那
す
く
な
く
罷
成
、
又
ハ
去
々
年
之
御
書
出
二
、
寺
々
二
女
停
止
と
御
座
候
二
付
、
在
々
ノ
坊
主
共
ハ
大
か
た
百
姓
同
前
二
作
ヲ
仕
候
、
就
レ夫
、
男
之
下
人
ハ
存
様
ニ
ハ
持
不
レ申
、
く
り
う
ば
と
申
候
而
女
ヲ
抱
置
、
耕
作
之
助
二
仕
候
、
此
段
ひ
し
と
致
il迷
惑
一候
而
、
兼
女
還
俗
仕
度
存
ル
出
家
、
多
罷
成
候
事
、
(寛
文
六
年
)
去
七
月
之
比
、
私
用
之
儀
候
而
、
国
端
牛
窓
と
申
所
江
罷
出
候
、
此
所
二
儒
二
志
、
奇
特
な
る
者
共
四
五
人
も
御
座
候
、
出
家
二
も
(褒
美
)
還
俗
仕
、
志
実
成
者
御
座
候
故
、
召
出
ほ
う
ひ
な
と
遣
候
キ
、
加
様
之
儀
承
伝
、
弥
う
る
を
ひ
立
罷
在
候
、
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
ほ
ぼ
、
そ
の
実
情
を
伝
え
て
い
る
も
の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
加
え
て
、
こ
の
時
期
に
光
政
を
し
て
藩
内
の
寺
院
淘
汰
政
策
を
推
進
せ
し
め
る
重
要
な
条
件
と
な
っ
た
も
の
に
、
日
蓮
宗
不
受
不
施
派
禁
教
の
問
題
が
あ
る
。
日
蓮
宗
不
受
不
施
派
の
宗
派
勢
力
に
は
、
受
派
・
不
受
派
対
立
の
こ
と
も
か
ら
ん
で
、
岡
山
冖藩
神
一職
鑑湘
制
度
昴糊
考
二
亠ハ
七
二
六
八
幕
初
以
来
消
長
が
あ
っ
た
が
、
寛
文
五
年
三
月
に
幕
府
か
ら
、
全
国
の
寺
社
領
の
う
ち
朱
印
地
を
も
つ
寺
社
に
対
し
て
、
朱
印
状
の
再
交
⑦
付
に
関
す
る
御
触
が
出
さ
れ
た
と
ぎ
、
不
受
不
施
派
に
と
っ
て
重
大
な
問
題
が
起
っ
た
。
こ
の
朱
印
状
再
交
付
に
関
す
る
御
触
は
、
一
御
当
家
御
三
代
之
御
朱
印
所
持
之
寺
社
之
輩
勿
論
、
御
両
代
之
御
朱
印
頂
戴
之
分
迄
、
不
レ依
二寺
社
領
之
高
下
二
↓
継
目
御
朱
印
可
レ被
レ
下
之
事
、
一
御
一
代
之
御
朱
印
頂
戴
之
寺
社
領
は
、
先
五
拾
石
以
上
之
分
、
御
朱
印
可
レ被
レ下
事
、
一
寺
領
無
レ之
、
境
内
計
之
御
朱
印
雖
レ在
レ之
、
於
一二
宗
之
本
寺
一
ハ
、
継
目
御
朱
印
可
レ被
レ下
之
事
、
右
之
通
、
被
二仰
出
一候
聞
、
面
々
領
分
有
レ之
寺
社
之
輩
、
今
年
六
月
中
、
江
戸
え
、
先
御
代
之
御
朱
印
持
参
候
様
二
、
可
レ被
二相
触
乏
候
、
と
い
う
も
の
で
、
こ
の
御
触
自
体
の
意
趣
は
、
幕
府
が
幕
初
以
来
の
寺
社
領
朱
印
地
の
実
態
を
再
確
認
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
幕
府
は
、
こ
の
御
触
を
出
し
た
と
き
、
特
に
日゚
蓮
宗
の
寺
院
一
般
に
対
し
て
、
同
年
七
月
の
末
に
、
御
朱
印
を
新
た
に
頂
戴
す
る
に
先
立
っ
て
、
n
n
a
H
今
度
御
朱
印
頂
戴
仕
候
儀
、
御
供
養
ト
奉
レ存
候
、
不
受
不
施
ノ
意
得
ト
ハ
各
別
ニ
テ
御
座
候
、
と
の
文
言
を
書
い
た
手
形
を
出
す
こ
と
を
令
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
文
言
を
不
服
と
し
て
手
形
の
提
出
を
渋
っ
た
不
受
不
施
派
の
寺
院
に
゜
対
し
て
、
十
一
月
二
十
二
日
、
改
め
て
、
此
度
御
朱
印
頂
戴
仕
候
儀
、
難
レ有
御
慈
悲
二
御
座
候
、
地
子
・
寺
領
悉
御
供
養
ト
奉
レ
存
候
、
⑧
と
い
う
文
言
で
、
手
形
を
差
出
す
べ
き
こ
と
を
強
く
求
め
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
の
も
と
で
、
不
受
不
施
の
教
条
を
固
く
守
っ
て
、
手
形
の
提
出
を
拒
ん
だ
不
受
不
施
派
の
寺
院
は
、
天
下
の
大
法
に
背
き
、
幕
府
の
統
制
を
紊
る
も
の
と
し
て
、
寺
僧
追
放
、
禁
教
の
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
領
内
に
不
受
不
施
派
寺
院
が
殊
に
多
く
存
在
し
た
岡
山
藩
に
、
大
き
な
影
響
を
与
え
る
に
至
っ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
⑨
て
、
前
掲
の
寛
文
七
年
四
月
晦
日
付
、
大
老
酒
井
忠
清
宛
の
池
田
光
政
書
状
の
中
に
は
、
上
方
二
有
レ之
日
蓮
宗
妙
覚
寺
よ
り
国
元
蓮
昌
寺
江
申
越
候
は
、
今
度
公
儀
よ
り
被
二仰
付
一候
こ
と
く
、
備
前
二
在
レ
之
不
受
不
施
之
本
寺
之
坊
主
追
放
仕
候
様
二
、
私
二
訴
訟
可
レ仕
候
、
若
同
心
不
レ仕
候
ハ
・
、
江
戸
江
御
訴
訟
可
二申
上
一と
申
越
候
、
其
返
事
二
、
此
坊
主
之
儀
、
寺
ヲ
其
方
江
渡
し
候
へ
と
ハ
被
二仰
出
一候
、
坊
主
追
放
仕
候
様
二
と
ハ
終
二
不
レ
被
二仰
聞
一候
間
、
御
寺
社
奉
行
衆
と
て
も
江
相
尋
可
レ申
と
申
遣
候
、
此
儀
ヲ
末
寺
と
も
承
、
迚
追
放
二
逢
可
レ申
と
存
候
処
二
、
御
寺
社
奉
行
衆
よ
り
参
候
御
案
紙
之
通
、
書
物
二
判
形
不
レ仕
候
故
、
本
寺
之
坊
主
御
差
図
之
通
追
放
仕
候
ヲ
、
末
寺
共
承
、
此
時
お
ひ
た
玉
し
く
還
俗
仕
候
、
世
間
二
而
ハ
右
之
様
子
ハ
不
レ存
、
一
入
甚
申
付
と
沙
汰
可
レ仕
と
被
レ
存
候
事
、
と
記
さ
れ
て
、
岡
山
藩
で
は
不
受
不
施
派
に
対
し
て
殊
に
厳
し
い
弾
圧
が
行
な
わ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
世
間
で
噂
さ
れ
て
い
る
が
、
不
受
不
施
派
の
寺
僧
追
放
の
こ
と
は
、
も
と
も
と
当
時
受
派
で
あ
っ
た
京
都
の
妙
覚
寺
か
ら
の
示
唆
に
よ
り
、
幕
府
の
意
向
を
伺
っ
た
上
で
の
措
置
で
あ
り
、
ま
た
事
態
を
察
し
た
寺
僧
み
ず
か
ら
の
考
え
で
、
還
俗
と
い
う
行
動
を
と
る
も
の
も
多
か
っ
た
の
が
実
情
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
寛
文
五
年
の
日
蓮
宗
不
受
不
施
派
に
対
す
る
幕
府
の
禁
教
政
策
が
、
池
田
光
政
の
領
内
寺
院
の
淘
汰
、
ひ
い
て
は
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
寺
請
か
ら
神
職
請
へ
の
移
行
措
置
を
推
進
せ
し
め
る
重
要
な
契
機
を
つ
く
り
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
諸
条
件
を
ふ
ま
え
、
自
己
の
信
条
に
基
づ
く
政
策
遂
行
へ
の
基
盤
を
巧
み
に
つ
く
り
あ
げ
た
上
で
、
光
政
は
寛
文
六
年
八
月
三
日
に
、
国
中
民
共
、
仏
法
を
捨
、
神
道
儒
道
を
尊
候
由
申
、
吉
利
支
丹
改
之
証
拠
無
レ之
二
付
、
江
戸
へ
被
二仰
遣
嚇
生
所
神
、
或
ハ
信
仰
仕
所
之
宮
之
神
主
を
以
、
請
人
と
可
レ仕
由
、
被
二仰
出
嚇
　
と
い
う
、
神
職
請
に
関
す
る
御
触
を
藩
内
に
布
達
し
た
の
で
あ
る
。
岡
山
藩
神
職
請
制
度
補
考
二
六
九
二
七
〇
三
領
内
住
民
の
排
仏
向
儒
へ
の
趨
勢
、
檀
那
寺
か
ら
の
離
脱
、
寺
僧
の
退
寺
・
還
俗
へ
の
基
礎
的
な
条
件
を
、
す
で
に
十
分
つ
く
り
あ
げ
た
上
で
の
、
神
職
請
に
関
す
る
御
触
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
御
触
の
布
達
と
と
も
に
、
領
民
の
檀
那
寺
か
ら
の
離
脱
、
ひ
い
て
は
寺
請
か
ら
神
職
請
へ
の
移
行
、
ま
た
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
寺
僧
の
寺
院
立
退
あ
る
い
は
還
俗
、
そ
れ
に
と
も
な
う
寺
院
の
廃
絶
と
い
う
一
連
の
　
情
勢
の
進
行
は
、
急
速
に
岡
山
藩
内
に
ひ
ろ
ま
っ
た
。
『
備
陽
国
史
類
編
』
寛
文
九
年
「国
学
記
」
六
月
晦
日
の
条
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
「備
前
備
中
御
領
内
、
仏
道
ヲ
放
ン
儒
道
ヲ
用
ひ
、
吉
利
支
丹
請
二
産
神
之
神
職
請
判
ヲ
取
差
上
ケ
、
儒
之
葬
祭
ヲ
執
行
仕
百
姓
町
人
、
拜
其
儘
仏
道
二
而
居
申
百
姓
町
人
之
人
数
覚
」
に
記
さ
れ
て
い
る
領
内
各
郡
お
よ
び
城
下
住
民
の
人
数
と
、
そ
の
住
民
の
「神
道
請
」
と
「
仏
道
請
」
を
対
比
し
た
数
字
を
左
に
示
し
て
み
る
と
、
御
野
郡
男
女
惣
人
数
壱
万
八
千
八
百
弐
拾
壱
人
男
九
千
七
百
四
拾
三
人
内
女
九
千
七
拾
八
人
神
道
請
壱
万
八
千
四
百
七
拾
八
人
右
男
女
仏
道
請
三
百
四
拾
三
人
口
上
道
郡
男
女
惣
人
数
壱
万
五
千
七
百
六
拾
人
男
八
千
三
百
七
人
内
女
七
千
四
百
五
拾
三
人
右
男
女
不
残
神
道
請
奥
上
道
郡
男
女
惣
人
数
壱
万
七
千
七
百
弐
拾
四
人
男
九
千
弐
百
五
拾
八
人
内
女
八
千
四
百
六
拾
六
人
右
男
女
不
残
神
道
請
邑
久
郡
男
女
惣
人
数
三
万
九
千
九
百
八
拾
壱
人
男
弐
万
九
百
六
人
内
女
壱
万
九
千
七
拾
五
人
右
男
女
不
残
神
道
請
和
気
郡
男
女
惣
人
数
弐
万
九
千
弐
百
九
拾
六
人
男
壱
万
五
千
弐
百
拾
七
人
内
女
壱
万
四
千
七
拾
九
人
神
道
請
弐
万
九
千
百
弐
拾
人
右
男
女
仏
道
請
百
七
拾
六
人
磐
梨
郡
男
女
惣
人
数
壱
万
八
千
六
拾
七
人
男
九
千
四
百
壱
人
内
女
八
千
六
百
六
拾
六
人
右
男
女
不
残
神
道
請
赤
坂
郡
男
女
惣
人
数
弐
万
八
千
弐
拾
七
人
男
壱
万
四
千
四
百
八
拾
四
人
内
女
壱
万
三
千
吾
四
拾
三
人
岡
山
藩
神
職
請
制
度
補
考
二
七
一
右
男
女
不
残
神
道
請
口
津
高
郡
男
女
惣
人
数
壱
万
三
千
弐
百
五
拾
五
人
男
六
千
八
百
六
拾
三
人
内
女
六
千
三
百
九
拾
弐
人
右
男
女
不
残
神
道
請
奥
津
高
郡
男
女
惣
人
数
壱
万
八
千
九
百
三
拾
四
人
男
九
千
八
百
九
拾
五
人
内
女
九
千
三
拾
九
人
右
男
女
不
残
神
道
請
児
嶋
郡
男
女
惣
人
数
三
万
八
千
九
百
四
拾
五
人
男
壱
万
九
千
九
百
四
拾
七
人
内
女
壱
万
八
千
九
百
九
拾
八
人
神
道
請
三
万
弐
千
三
百
五
拾
三
人
右
男
女
仏
道
請
李
吾
九
拾
弐
人
備
中
浅
口
郡
男
女
惣
人
数
壱
万
五
千
七
百
六
拾
四
人
男
八
千
三
拾
七
人
内
女
七
千
七
百
弐
拾
七
人
右
男
女
不
残
神
道
請
備
中
山
北
南
男
女
惣
人
数
弐
万
四
百
四
拾
人
二
七
二
男
壱
万
五
百
拾
壱
人
内
女
九
千
九
戛
拾
九
人
神
道
請
弐
万
弐
百
三
人
右
男
女
仏
道
請
弐
百
三
拾
七
人
惣
郡
都
合
男
女
弐
拾
七
万
五
千
拾
四
人
男
拾
四
万
弐
千
五
百
六
拾
九
人
内
女
拾
三
万
弐
千
四
百
四
拾
五
人
神
道
請
弐
拾
六
万
七
千
八
百
九
拾
九
人
右
男
女
仏
道
請
幸
百
拾
五
人
岡
山
町
中
男
女
惣
人
数
弐
万
八
千
四
百
五
拾
九
人
男
壱
万
四
千
八
百
六
拾
人
内
女
壱
万
三
千
吾
九
拾
九
人
神
道
請
弐
万
七
千
八
百
九
拾
八
人
右
男
女
仏
道
請
吾
六
拾
壱
人
内
九
拾
九
人
山
伏
男
女
共
郡
市
惣
都
合
三
拾
万
三
千
四
百
七
拾
三
人
男
拾
五
万
七
千
四
百
弐
拾
九
人
内
女
拾
四
万
六
千
四
拾
四
人
岡
山
藩
神
職
請
制
度
補
考
二
七
三
二
七
四
神
道
請
弐
拾
九
万
五
千
七
百
九
拾
七
人
右
男
女
仏
道
請
幸
六
百
七
拾
六
人
以
上
の
数
字
か
ら
み
て
、
領
民
の
う
ち
神
職
請
に
転
じ
た
も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
、
領
民
全
体
の
お
よ
そ
九
七
・
五
%
に
達
し
、
殊
に
備
前
十
郡
の
う
ち
、
口
上
道
郡
・
奥
上
道
郡
・
邑
久
郡
・
磐
梨
郡
・
赤
坂
郡
・
口
津
高
郡
・
奥
津
高
郡
の
七
郡
と
、
備
中
浅
口
郡
は
、
領
民
の
す
べ
て
が
神
職
請
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
と
も
な
う
領
内
寺
院
の
廃
絶
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
藩
の
記
録
に
出
て
く
る
数
字
が
、
そ
の
記
録
の
書
か
れ
た
時
期
に
よ
っ
て
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
若
干
の
異
同
が
あ
る
が
、
神
職
請
施
行
後
九
年
、
寺
院
の
存
廃
が
ほ
ぼ
定
着
し
た
と
思
わ
れ
る
延
宝
三
年
　
(
一
六
七
五
)
の
『備
前
備
中
御
領
分
寺
数
帳
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
神
職
請
の
御
触
が
布
達
さ
れ
た
寛
文
六
年
以
前
の
領
内
の
惣
寺
数
一
〇
三
六
寺
(禅
宗
五
四
、
天
台
宗
一
四
八
、
真
言
宗
四
〇
一
、
浄
土
宗
一
六
、
日
蓮
宗
三
九
七
、
一
向
宗
二
〇
)
の
う
ち
、
延
宝
三
年
ま
で
の
間
に
廃
寺
と
な
っ
た
寺
院
の
数
は
、
諸
宗
派
合
せ
て
五
九
八
寺
で
、
全
体
の
お
よ
そ
五
八
%
。
こ
れ
を
宗
派
別
に
み
る
と
、
禅
宗
一
三
、
天
台
宗
四
八
、
真
言
宗
一
八
三
、
浄
土
宗
二
、
日
蓮
宗
三
四
八
、
一
向
宗
四
で
あ
る
。
真
言
宗
と
日
蓮
宗
の
廃
寺
が
殊
に
多
い
の
は
、
も
と
も
と
両
宗
の
寺
院
が
岡
山
藩
内
に
は
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
当
然
で
は
あ
る
が
、
こ
の
両
宗
の
な
か
で
も
、
真
言
宗
寺
院
が
四
〇
一
寺
の
う
ち
の
一
八
三
寺
で
、
約
四
五
・
六
%
の
廃
寺
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
蓮
宗
寺
院
の
廃
寺
は
、
三
九
七
寺
の
う
ち
三
四
八
寺
で
、
実
に
八
七
.
七
%
の
多
き
を
数
え
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
延
宝
三
年
の
段
階
で
岡
山
藩
内
に
残
っ
た
寺
院
の
惣
数
は
四
三
八
寺
、
宗
派
別
に
し
て
、
禅
宗
四
一
、
天
台
宗
一
〇
〇
、
真
言
宗
二
一
八
、
浄
土
宗
一
四
、
日
蓮
宗
四
九
、
一
向
宗
一
六
と
な
っ
て
い
る
。
更
に
、
岡
山
城
下
お
よ
び
各
郡
別
の
寺
院
廃
絶
の
状
況
を
、
宗
派
別
に
し
て
表
示
す
れ
ば
、
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。
(宗
派
)
(
元
の
寺
数
)
(
廃
寺
数
)
(宗
派
)
(
元
の
寺
数
)
(廃
寺
数
)
岡
山
城
下
禅
宗
一
四
〇
天
台
一
五
二
真
言
=
1
O
浄
土
一
三
二
御
野
郡
口
上
道
郡
奥
上
道
郡
邑
久
郡
和
気
郡
磐
梨
郡
赤
坂
郡
津
高
郡
児
島
郡
日
蓮
禅
宗
真
言
禅
宗
真
言
日
蓮
天
台
日
蓮
天
台
日
蓮
天
台
浄
土
一
向
天
台
天
台
日
蓮
天
台
日
蓮
禅
宗
岡
山
藩
神
職
請
制
度
補
考
一
三一
一
〇六
四
〇六
二
〇七
一
九
一
八
一
二一四六
二
六
四
三七
一
ゴ
ニ
ニ
一二
四一二0
二
三六七七九三00二三
三
五二
=
一三三
一
向
天
台
日
蓮
天
台
浄
土
真
言
真
言
一
向
真
言
日
蓮
日
蓮
真
言
真
言
一
向
天
台
一
三七
九
五八一
四
三
八
七一
四
九
二
六
四
六
二
二六一一
二
七
五
二O
九
一00
=
二
六
二0
一
四
二
〇
四
六五六一0
備
中
之
内
真
言
禅
宗
真
言
日
蓮
九
〇
一
〇
四
二
一
〇
四
一九
二
九八
日
蓮
天
台
浄
土
一
向
二
七
六二
二
七一一
二
二
三0一
こ
の
数
字
を
み
る
と
、
備
前
国
内
で
日
蓮
宗
の
殊
に
弘
ま
り
栄
え
た
地
域
で
あ
っ
た
津
高
・
御
野
・
赤
坂
.
磐
梨
の
四
郡
内
に
お
い
て
、
津
高
郡
一
三
一
寺
の
う
ち
一
二
三
寺
、
御
野
郡
九
五
寺
の
う
ち
九
一
寺
、
赤
坂
郡
四
三
寺
の
う
ち
三
五
寺
、
磐
梨
郡
で
は
四
六
寺
の
す
べ
て
と
い
う
よ
う
な
、
日
蓮
宗
寺
院
の
殆
ど
潰
滅
的
な
廃
絶
が
進
ん
だ
様
子
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
四
こ
れ
ら
の
廃
寺
と
な
っ
た
日
蓮
宗
寺
院
の
う
ち
に
、
不
受
不
施
派
に
属
す
る
寺
院
が
ど
れ
く
ら
い
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
明
確
な
数
に
つ
い
て
は
十
分
詳
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
不
明
確
で
は
あ
る
が
一
応
数
字
の
示
さ
れ
て
い
る
史
料
と
し
て
、
寛
文
七
年
三
月
に
池
田
光
政
が
江
戸
で
大
老
酒
井
忠
清
に
、
領
内
の
廃
寺
、
僧
侶
の
還
俗
・
追
放
、
寺
領
没
収
等
の
状
況
に
つ
い
て
、
数
字
を
挙
げ
て
墾
。
し
た
も
の
が
・
寛
文
七
年
の
『
御
留
帳
』
に
載
せ
ら
れ
て
お
%
こ
れ
は
前
稿
に
も
引
用
し
た
が
、
三
」
篝
掲
す
る
と
、
そ
れ
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
鸚
韆
被
レ掛
二御
目
候
備
前
備
中
御
領
分
寺
数
坊
主
数
之
覚
寺
数
千
四
拾
四
坊
主
数
千
九
百
五
拾
七
人
寺
領
弐
千
七
拾
七
石
九
斗
弐
升
壱
合
内
三
百
拾
三
ケ
寺
坊
主
五
百
八
拾
五
人
不
受
不
施
宗
門
先
年
追
放
弐
百
五
拾
ケ
寺
坊
主
弐
百
六
拾
弐
人
天
台
・
真
言
、
立
退
・
還
俗
、
或
ハ
追
放
、
二
口
合
八
百
四
拾
七
人
上
り
寺
領
百
三
拾
九
石
九
斗
三
升
八
合
残
寺
数
四
百
八
拾
壱
坊
主
千
百
拾
人
寺
領
千
九
百
三
拾
七
石
九
斗
八
升
三
合
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
数
字
を
み
る
と
、
前
掲
の
延
宝
三
年
の
『
備
前
備
中
御
領
分
寺
数
帳
』
に
記
載
さ
れ
て
い
た
数
字
と
は
若
干
異
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
寛
文
七
年
三
月
の
時
点
で
の
実
数
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
記
述
で
疑
問
な
点
は
、
不
受
不
施
派
以
外
の
日
蓮
宗
寺
院
に
関
す
る
記
載
が
、
文
字
の
上
に
表
わ
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
不
受
不
施
派
で
な
い
日
蓮
宗
寺
院
の
中
に
も
廃
寺
と
な
っ
た
も
の
の
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
コ
一二
三
ケ
寺
坊
主
五
八
五
人
不
受
不
施
宗
門
先
年
追
放
L
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
中
に
、
日
蓮
宗
寺
院
が
す
べ
て
一
括
し
て
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
そ
の
他
の
「
二
五
〇
ケ
寺
」
の
中
に
、
不
受
不
施
派
以
外
の
日
蓮
宗
寺
院
は
含
ま
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
い
ず
れ
と
も
全
く
不
明
確
で
、
従
っ
て
前
掲
の
記
述
か
ら
、
直
ち
に
不
受
不
施
派
の
廃
寺
の
数
が
三
二
二
寺
と
解
釈
し
て
よ
い
の
か
ど
う
か
、
な
お
疑
問
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
不
受
不
施
派
寺
院
に
対
す
る
禁
圧
が
、
他
の
諸
宗
の
寺
院
に
く
ら
べ
て
、
殊
に
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。
岡
山
藩
に
お
け
る
多
数
の
寺
院
廃
絶
、
僧
侶
の
追
放
・
還
俗
、
寺
請
か
ら
神
職
請
へ
の
大
量
の
移
行
と
い
う
異
常
な
事
態
を
、
現
地
に
　
お
い
て
調
査
せ
し
め
る
た
め
に
、
幕
府
は
寛
文
七
年
八
月
に
、
巡
見
使
を
岡
山
藩
の
領
内
へ
派
遣
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
、
巡
見
使
か
　
ら
の
質
問
に
対
す
る
「百
姓
共
御
返
答
之
荒
増
」
と
し
て
、
寛
文
七
年
の
『御
留
帳
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
先
ず
僧
侶
還
俗
の
こ
と
に
つ
い
て
、
巡
見
使
か
ら
「坊
主
ハ
押
而
還
俗
被
二仰
付
一候
と
御
聞
候
、
不
レ残
還
俗
仕
候
哉
」
と
の
尋
ね
に
対
し
て
は
、
「心
々
二
而
候
故
、
出
家
も
多
候
」
と
、
領
内
全
体
と
し
て
は
、
還
俗
す
る
や
否
や
の
こ
と
は
僧
侶
の
自
由
意
志
に
ま
か
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
今
で
も
領
内
に
僧
侶
は
多
く
残
っ
て
い
る
と
答
え
た
と
し
て
い
る
が
、
更
に
、
津
高
郡
内
の
「勝
尾
村
二
而
還
俗
之
事
御
尋
」
が
あ
っ
た
の
に
対
す
る
返
答
に
は
、
「当
郡
ハ
不
受
不
施
二
而
候
故
、
大
方
還
俗
仕
候
と
申
候
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
岡
山
藩
神
職
請
制
度
補
考
二
七
七
二
七
八
岡
山
藩
内
で
不
受
不
施
派
の
最
も
盛
ん
な
地
域
で
あ
っ
た
津
高
郡
内
で
は
、
前
掲
の
延
宝
三
年
の
寺
数
帳
の
数
字
で
も
日
蓮
宗
寺
院
コ
ご
一
寺
の
う
ち
=
一
三
寺
が
廃
寺
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
大
部
分
の
寺
僧
が
還
俗
し
た
と
答
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
僧
侶
還
俗
の
事
情
も
、
一
般
的
、
ま
た
表
面
的
に
は
「心
女
二
而
候
」
と
、
決
し
て
強
制
し
た
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
て
は
い
る
が
、
さ
き
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
領
民
の
寺
請
か
ら
神
職
請
へ
の
転
換
、
檀
那
寺
か
ら
の
離
脱
、
そ
れ
に
と
も
な
う
寺
院
の
維
持
運
営
の
困
難
に
よ
る
寺
僧
の
退
寺
、
な
い
し
は
還
俗
と
い
う
事
態
を
、
必
然
的
に
導
き
出
す
よ
う
な
一
般
的
情
勢
が
、
巧
み
に
作
意
的
に
つ
く
り
出
さ
れ
た
一
方
で
、
日
蓮
宗
不
受
不
施
派
の
多
い
津
高
郡
な
ど
で
は
、
か
な
り
激
し
い
強
制
的
な
圧
力
が
、
僧
侶
や
信
徒
た
ち
に
対
し
て
加
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
前
述
の
寛
文
七
年
八
月
に
幕
府
の
巡
見
使
が
津
高
郡
を
廻
っ
た
と
き
、
郡
内
の
百
姓
の
ひ
と
り
が
、
巡
見
使
に
差
出
し
た
目
安
の
中
㍉
次
の
よ
う
な
こ
と
が
憂
ら
れ
て
い
る
・
(道
)
奉
二乍
レ恐
言
上
一は
、
我
代
々
宗
門
ヲ
今
度
平
儀
つ
ぶ
さ
れ
、
曽
而
不
レ
存
儒
法
二
被
二仰
付
(
同
俗
共
二
難
義
仕
而
は
、
出
家
国
ヲ
去
り
、
又
は
落
堕
仕
、
若
落
さ
ら
ぬ
二
は
、
お
さ
へ
て
魚
類
ヲ
く
わ
せ
、
と
か
く
還
俗
仕
れ
と
の
責
つ
よ
く
候
ヘ
ハ
、
自
害
仕
者
、
出
家
・
在
家
二
数
多
御
座
候
、
迷
者
、
絵
像
・
木
像
・
寺
堂
破
却
在
レ之
、
又
物
う
き
事
、
民
は
君
子
ノ
な
や
ミ
ヲ
い
と
瓦
に
恐
れ
(寛
文
六
年
)
候
に
、
為
二御
音
雲
奉
行
・
代
官
、
午
ノ
七
月
中
比
∂
至
二于
今
↓
其
責
難
レ奉
レ
尽
二筆
紙
嚇
有
者
し
は
ら
れ
籠
二
入
ら
れ
、
又
爰
か
ま
こ
と
に
し
こ
く
他
国
仕
も
の
、
其
数
不
レ存
、
寔
乱
国
た
り
、
仰
願
は
天
下
之
御
風
俗
二
被
二仰
下
一候
者
、
万
民
一
同
二
現
当
難
レ
有
奉
レ
存
候
、
所
以
二
日
本
仏
法
流
布
ノ
本
国
と
承
二
、
新
学
宗
ヲ
ひ
ろ
め
候
て
、
慈
悲
正
直
之
聞
へ
候
へ
共
、
幾
ば
く
相
違
有
事
ヲ
、
あ
ら
具
申
上
奉
ル
、
こ
の
訴
え
に
よ
れ
ぽ
、
自
分
た
ち
代
女
の
宗
門
、
こ
の
場
合
お
そ
ら
く
不
受
不
施
派
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
を
今
度
す
べ
て
一
様
に
潰
さ
れ
て
、
未
だ
か
つ
て
何
も
知
ら
な
い
儒
法
を
押
し
つ
け
ら
れ
、
僧
俗
共
に
迷
惑
し
、
僧
侶
の
中
に
は
国
を
立
退
い
た
り
、
あ
る
い
は
還
俗
す
る
も
の
が
相
つ
い
だ
。
そ
し
て
還
俗
し
な
い
も
の
に
は
厳
し
い
責
苦
が
加
え
ら
れ
、
た
め
に
自
害
す
る
も
の
さ
え
あ
っ
た
し
、
ま
た
縛
ら
れ
て
牢
に
入
れ
ら
れ
た
も
の
も
あ
り
、
郡
奉
行
や
村
代
官
た
ち
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
迫
害
は
、
寛
文
六
年
七
月
か
ら
今
に
至
る
ま
で
、
筆
紙
に
っ
く
し
難
い
も
の
が
あ
る
と
述
べ
、
こ
の
よ
う
な
備
前
国
の
状
態
は
、
「ま
こ
と
に
乱
国
で
あ
る
」
と
さ
え
い
い
切
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
有
様
で
、
本
来
仏
法
流
布
の
国
と
承
っ
て
い
る
日
本
国
に
、
「新
学
宗
」
即
ち
儒
教
を
弘
め
て
、
慈
悲
正
直
と
世
間
で
は
噂
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
実
情
は
、
い
さ
さ
か
そ
れ
と
相
違
し
て
い
る
こ
と
を
申
上
げ
た
い
、
と
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、新
学
す
x
め
ヲ
一
郡
一二
二
人
四
人
つ
x
御
置
被
レ
成
、
是
以
皆
、
百
姓
痛
二
而
御
座
候
、
と
も
述
べ
て
、
「新
学
す
玉
め
」
即
ち
儒
教
を
庶
民
に
勧
め
る
役
目
の
も
の
が
、
一
郡
に
三
人
な
い
し
四
人
ず
つ
置
か
れ
、
こ
れ
も
百
姓
た
ち
に
と
っ
て
は
苦
痛
な
こ
と
で
あ
る
と
も
い
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
領
内
の
す
べ
て
に
お
い
て
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
殊
に
不
受
不
施
派
の
盛
ん
で
あ
っ
た
地
域
な
ど
で
は
、
裏
に
か
く
さ
れ
た
実
情
で
あ
り
、
ま
た
、
少
な
く
と
も
一
部
の
領
民
た
ち
が
心
に
い
だ
い
た
実
感
で
あ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
同
じ
と
き
、
津
高
郡
内
の
出
寺
僧
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
行
好
と
い
う
も
の
が
、
同
様
に
巡
見
使
へ
差
出
し
て
い
る
目
安
に
も
、
今
度
御
上
使
様
の
御
来
駕
を
迎
え
奉
る
の
は
、
「う
ど
ん
げ
の
花
に
越
え
、
一
眼
の
亀
」
に
も
逢
う
思
い
で
あ
る
と
前
置
し
て
、
去
年
七
月
中
旬
ご
ろ
よ
り
、
「新
学
法
」
を
国
に
お
弘
め
あ
り
、
そ
の
勢
い
は
「大
風
、
草
露
を
払
う
が
如
く
」
で
、
奉
行
や
代
官
の
仏
者
に
対
す
る
御
責
め
は
厳
し
く
、
そ
の
責
苦
の
た
め
に
、
「自
害
を
も
仕
、
或
は
他
国
へ
迯
、
又
ハ
落
堕
仕
り
、
僧
侶
ノ
か
な
し
さ
、
古
今
(
囀
)
未
二見
聞
こ
と
い
い
、
更
に
「皆
奉
行
等
、
聖
徳
を
能
さ
へ
つ
ら
れ
て
、
ゑ
ご
ひ
い
き
の
有
事
を
、
万
民
是
を
か
な
し
む
」
と
、
奉
行
や
代
官
た
ち
が
口
に
は
聖
賢
の
道
を
説
き
な
が
ら
、
実
際
の
行
動
の
そ
れ
に
伴
わ
な
い
こ
と
を
皮
肉
っ
て
、
丁
度
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
い
い
あ
ら
わ
し
た
古
歌
が
あ
る
と
し
て
、
世
中
の
人
ハ
丸
桶
、
四
方
ふ
た
、
口
と
心
ハ
あ
わ
ぬ
物
か
な
と
の
歌
を
掲
げ
、
「諸
事
に
も
当
国
之
御
仕
置
、
聞
と
は
替
ル
御
事
二
而
御
座
候
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
磐
梨
郡
や
津
高
郡
内
で
の
迫
害
の
実
例
を
挙
げ
て
、
岡
山
藩
神
職
請
制
度
補
考
二
七
九
二
八
〇
(磐
梨
郡
)
(矢
)
只
か
な
し
き
ハ
、
岩
生
こ
う
り
屋
田
部
之
村
之
者
、
又
ハ
津
高
こ
う
り
建
部
上
村
之
者
共
、
勝
候
て
責
二
合
ぬ
る
事
、
他
国
之
聞
え
(牢
)
も
あ
ま
り
二
御
座
候
、
先
、
矢
田
部
村
之
者
六
七
人
之
内
三
人
は
、
三
月
汐
ろ
う
二
被
レ
入
、
今
二
至
ま
て
出
し
不
レ
給
、
又
津
高
こ
(郡
奉
行
)
(居
)
う
り
上
村
を
ハ
、
斎
木
四
郎
左
衛
門
と
申
せ
し
も
の
二
而
御
座
候
か
、
仏
者
き
ら
い
、
新
法
を
専
と
し
て
、
古
汐
い
申
た
る
道
心
者
(庵
)
(儒
)
(責
)
な
と
の
い
を
り
を
こ
わ
し
、
所
を
払
、
扨
又
十
人
計
、
し
ゆ
法
を
不
レ
用
者
御
座
候
を
ハ
、
去
年
両
度
之
せ
め
、
或
ハ
く
二
り
、
又
有
(篝
)
(
怠
)
時
ハ
自
身
之
所
二
あ
い
つ
け
、
二
三
日
も
あ
た
り
之
者
二
番
を
さ
せ
、
夜
ハ
か
二
り
を
た
か
せ
、
其
後
又
な
わ
を
か
け
、
過
た
い
を
(錠
)
(責
)
か
け
候
、
其
に
く
ミ
不
レ
果
故
、
此
中
四
五
日
以
前
二
、
御
手
ち
ょ
う
を
お
ろ
さ
せ
、
御
上
使
之
御
通
之
後
ニ
ハ
、
又
も
せ
め
ん
と
被
レ申
候
、
何
共
く
物
う
き
事
と
、
か
な
し
む
事
二
而
御
座
候
、
と
、
そ
の
迫
害
に
よ
る
窮
状
を
訴
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
巡
見
使
へ
差
出
さ
れ
た
目
安
に
み
え
る
訴
え
の
事
実
は
、
津
高
・
磐
梨
・
御
野
郡
地
方
を
中
心
と
す
る
日
蓮
宗
不
受
不
施
派
の
僧
侶
や
信
徒
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
つ
の
目
安
の
中
に
、
奉
行
や
代
官
た
ち
か
ら
の
責
め
に
よ
っ
て
、
寺
僧
の
う
ち
に
は
自
害
す
る
も
の
さ
え
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
関
連
し
て
、
寛
文
六
年
か
ら
四
十
年
ぼ
か
り
の
ち
の
宝
永
四
年
(
一
七
〇
七
)
に
、
藩
内
の
各
郡
の
肝
煎
か
ら
、
寛
文
六
年
に
廃
寺
と
な
っ
た
郡
内
各
寺
院
の
廃
絶
の
事
情
お
よ
び
そ
の
後
の
様
子
に
つ
い
て
、
藩
庁
へ
書
出
し
た
『
寛
文
六
年
亡
所
仕
古
寺
書
上
ゆ
帳
』
と
題
す
る
記
録
が
あ
り
、
そ
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
事
柄
の
記
さ
れ
た
も
の
が
み
ら
れ
る
。
即
ち
、
不
受
不
施
派
の
寺
院
で
あ
っ
た
津
高
郡
中
原
村
の
浄
本
寺
の
廃
寺
と
な
っ
た
事
情
に
つ
い
て
、
右
者
、
法
花
宗
御
野
郡
津
嶋
村
妙
善
寺
末
寺
二
而
御
座
候
、
寛
文
六
年
二
住
寺
相
果
、
無
住
二
而
御
座
候
二
付
、
寺
株
上
り
地
二
、
寺
・
寺
家
共
所
々
へ
被
レ
遣
、
亡
所
仕
申
候
、
但
、
本
尊
釈
迦
、
絵
本
尊
、
同
村
吉
兵
衛
預
り
居
申
候
、
と
記
さ
れ
、
ま
た
、
同
じ
く
津
高
郡
西
菅
野
村
の
妙
福
寺
に
つ
い
て
も
、
右
者
、
法
花
宗
御
野
郡
津
嶋
村
妙
善
寺
末
寺
二
而
御
座
候
、
寛
文
六
年
二
住
寺
相
果
申
、
弟
子
三
人
御
座
候
内
、
弐
人
立
退
、
壱
人
如
林
還
俗
仕
、
俗
家
二
罷
成
り
、
寺
株
・
田
畑
山
藪
不
レ
残
、
還
俗
人
理
兵
衛
二
被
レ
遣
、
于
レ
今
作
仕
居
申
候
、
但
、
本
尊
釈
迦
、
坊
主
立
退
候
時
分
、
取
退
申
候
、
(持
)
と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
記
事
の
中
に
「寛
文
六
年
二
住
寺
相
果
申
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
前
掲
の
目
安
の
中
に
い
わ
れ
て
い
る
「自
害
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
当
時
備
前
に
お
け
る
不
受
不
施
派
の
中
心
的
な
寺
院
で
あ
っ
た
御
野
郡
津
島
村
の
妙
善
寺
の
廃
寺
、
お
よ
び
、
そ
の
後
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
右
は
日
蓮
宗
二
而
御
座
候
、
本
堂
.
寺
家
、
井
下
寺
福
居
之
浄
円
寺
共
、
屋
敷
畑
畝
壱
町
七
反
七
畝
拾
五
歩
半
、
御
免
地
高
引
二
成
居
申
候
所
、
寛
文
六
年
神
道
二
成
候
節
、
住
持
拜
寺
家
・
下
寺
共
、
出
家
中
不
レ
残
引
退
仕
申
候
二
付
、
寺
亡
所
仕
申
候
、
其
後
御
払
二
成
、
入
札
被
レ為
一仰
付
↓
本
堂
井
本
尊
不
レ残
、
中
買
共
落
札
二
成
申
候
、
諸
屋
敷
畑
八
反
拾
三
歩
、
延
宝
九
年
よ
り
貞
享
三
年
迄
、
年
々
発
二
被
二仰
付
↓
御
年
貢
払
上
申
候
、
残
畝
山
林
二
罷
成
居
申
候
畑
ハ
、
村
中
惣
作
二
仕
居
申
候
、
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
し
、
妙
善
寺
と
並
ん
で
、
津
高
・
磐
梨
・
赤
坂
郡
地
方
の
不
受
不
施
派
の
中
心
的
寺
院
で
あ
っ
た
津
高
郡
金
川
村
の
妙
国
寺
に
つ
い
て
は
、
右
は
日
蓮
宗
京
都
妙
覚
寺
末
寺
二
而
御
座
候
、
寛
文
年
中
汐
以
前
に
無
住
二
成
居
申
候
、
と
し
て
い
る
が
、
同
寺
の
寺
中
の
寺
院
で
あ
っ
た
本
住
院
・
教
雲
坊
・
本
光
坊
・
善
住
坊
・
円
住
院
・
要
玄
坊
・
乗
円
坊
・
一
行
坊
・
大
乗
坊
・
養
林
坊
な
ど
も
、
す
べ
て
住
持
が
還
俗
し
て
い
る
。
例
え
ぽ
本
住
院
に
つ
い
て
み
る
と
、
右
ハ
日
蓮
宗
同
村
妙
国
寺
寺
中
二
而
御
座
候
、
寛
文
六
年
二
還
俗
仕
、
俗
家
罷
成
候
、
寺
株
・
田
地
山
藪
共
、
還
俗
人
了
運
二
被
レ
遣
候
、
作
仕
居
申
候
処
、
八
年
以
前
二
相
果
、
同
村
彦
十
郎
作
仕
居
申
候
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
妙
国
寺
末
寺
の
御
野
郡
下
伊
福
村
の
石
井
寺
の
場
合
な
ど
も
、
右
は
日
蓮
宗
津
高
郡
金
川
村
妙
国
寺
末
寺
二
而
御
座
候
、
寛
文
六
年
神
道
二
罷
成
、
旦
那
は
な
れ
申
二
付
、
住
持
立
退
、
明
寺
に
成
(貞
享
四
年
)
(城
下
)
(真
言
宗
)
申
故
、
番
人
御
付
置
被
レ成
、
弐
拾
年
以
前
二
御
払
二
成
、
磨
屋
町
薬
師
院
へ
買
、
寺
跡
荒
申
候
、
右
石
井
寺
地
内
に
寺
家
十
軒
御
座
候
所
、
住
持
と
一
所
に
立
退
申
候
、
寺
家
跡
屋
敷
は
開
田
に
な
り
申
候
、
岡
山
藩
神
職
請
制
度
補
考
二
八
一
二
八
二
と
記
さ
れ
て
い
る
が
如
き
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
例
を
通
じ
て
も
察
知
し
得
る
よ
う
に
、
備
前
不
受
不
施
派
の
中
核
的
存
在
で
あ
　
っ
た
津
高
郡
金
川
村
妙
国
寺
・
御
野
郡
津
島
村
妙
善
寺
の
両
寺
、
お
よ
び
、
そ
の
末
寺
を
は
じ
め
と
し
て
、
岡
山
藩
内
の
不
受
不
施
派
寺
院
の
殆
ど
は
、
こ
の
時
期
に
廃
絶
に
帰
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
五
こ
の
よ
う
に
し
て
、
池
田
光
政
の
排
仏
向
儒
の
理
想
の
も
と
に
行
な
わ
れ
た
神
職
請
制
度
は
、
寛
文
五
年
の
幕
府
の
諸
寺
院
統
制
の
強
化
、
殊
に
日
蓮
宗
不
受
不
施
派
の
禁
教
と
い
う
事
態
を
背
景
に
も
っ
て
、
岡
山
藩
内
の
大
部
分
を
蔽
う
制
度
と
し
て
普
及
し
、
こ
の
制
度
の
普
及
に
と
も
な
う
領
民
の
檀
那
寺
か
ら
の
離
脱
、
寺
僧
の
立
退
・
還
俗
な
ど
に
よ
っ
て
、
日
蓮
宗
不
受
不
施
派
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
の
他
の
諸
宗
寺
院
を
も
合
せ
て
、
藩
内
の
寺
院
の
廃
絶
す
る
も
の
、
実
に
約
六
〇
〇
寺
、
藩
内
惣
寺
数
の
お
よ
そ
五
八
%
に
及
ぶ
異
常
な
事
態
を
現
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
神
職
請
制
度
は
、
そ
の
後
、
池
田
光
政
が
天
和
二
年
(
一
六
八
二
)
に
卒
去
し
て
の
ち
五
年
、
嗣
子
綱
政
の
治
世
の
貞
享
四
年
(
一
六
八
七
)
に
、
幕
府
か
ら
の
強
い
要
望
も
あ
っ
て
改
廃
さ
れ
、
寛
文
六
年
以
前
の
寺
請
制
度
に
復
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
神
職
請
の
制
度
が
、
施
行
さ
れ
た
期
間
は
約
二
十
年
と
い
う
、
さ
し
て
長
か
ら
ざ
る
年
月
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
幕
府
の
抑
制
や
、
世
の
批
判
の
中
で
、
敢
え
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
、
光
政
の
真
摯
な
儒
教
尊
崇
へ
の
志
向
と
、
そ
の
理
想
実
現
へ
向
っ
て
の
強
固
な
意
志
を
、
よ
く
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
江
戸
時
代
諸
藩
の
宗
教
政
策
の
中
で
も
、
ま
さ
に
特
異
な
施
策
の
遂
行
と
し
て
瞠
目
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
光
政
は
ま
た
、
そ
の
儒
教
尊
崇
の
立
場
か
ら
、
明
暦
元
年
(
一
六
五
五
)
以
後
、
祖
先
の
祭
祀
に
も
仏
事
に
ょ
る
追
薦
の
儀
を
止
め
て
、
儒
法
に
よ
る
祭
儀
を
行
な
い
、
万
治
二
年
(
一
六
五
九
)
に
は
城
西
の
石
山
の
地
に
、
祖
考
池
田
輝
政
、
祖
妣
中
川
氏
夫
人
、
先
考
池
田
利
隆
を
祀
る
宗
廟
を
建
営
し
た
御
、
更
に
寛
文
六
年
に
は
領
内
の
和
気
郡
秤
憩
讎
の
親
f
山
に
新
た
に
塋
域
を
築
営
し
て
、
そ
れ
ま
で
京
都
花
園
の
妙
心
寺
の
塔
頭
護
国
院
に
葬
ら
れ
て
い
た
輝
政
・
利
隆
ら
の
遺
骨
を
、
翌
七
年
閏
二
月
に
和
意
谷
の
新
塋
域
へ
改
葬
ル
、
老
の
儀
　
す
べ
て
儒
葬
の
儀
式
に
則
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
之
の
よ
う
に
祖
先
の
葬
祭
に
も
、
み
ず
か
ら
儒
法
を
堅
持
し
た
光
政
で
あ
っ
塵
か
ら
、
寛
文
六
年
八
月
三
日
に
、
神
職
請
に
関
す
る
御
触
を
初
め
て
領
内
に
公
布
し
た
と
き
、
仏
法
を
離
れ
て
神
職
請
に
転
じ
、
檀
那
寺
を
失
っ
た
領
民
た
ち
が
、
今
後
行
な
う
べ
き
葬
祭
の
仕
方
に
つ
い
て
、
そ
の
大
要
を
同
時
に
教
示
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
、
藩
主
が
領
内
の
庶
民
に
対
し
て
、
神
儒
的
な
葬
祭
の
法
式
を
諭
達
し
た
も
の
と
し
て
、
注
目
に
価
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
『
備
陽
国
史
類
編
』
寛
文
九
年
「国
学
記
」
所
載
の
記
事
に
従
っ
て
、
そ
の
全
文
を
左
に
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。
御
領
分
之
民
共
、
殿
之
御
好
ミ
之
道
と
て
、
弥
盛
二
儒
道
ヲ
好
、・
、
神
道
請
二
罷
成
、
仏
道
請
之
者
僅
な
ら
て
ハ
無
レ之
候
、
士
中
ハ
老
中
よ
り
諸
士
二
至
迄
、
銘
々
考
ヲ
以
、
儒
道
之
葬
祭
、
分
限
相
応
二
執
行
仕
候
得
共
、
軽
キ
百
姓
町
人
ハ
其
程
ヲ
不
レ知
、
思
ひ
く
た
る
二
依
テ
、
役
人
二
被
レ
命
、
如
レ
左
相
触
候
、
儒
道
ヲ
尊
ひ
吉
利
支
丹
請
二
神
職
ヲ
立
ル
下
民
葬
祭
之
大
略
一
病
人
死
す
る
時
ハ
、
側
に
お
る
も
の
成
程
物
静
に
し
て
終
ら
し
む
へ
し
、
さ
わ
か
し
き
時
ハ
、
病
人
終
る
に
望
て
精
神
乱
る
N
も
の
也
、
(臥
)
一
病
人
死
せ
ん
と
す
る
時
、
其
勢
ひ
、
な
る
へ
く
ハ
東
の
方
へ
首
を
し
て
ふ
さ
し
む
へ
し
、
病
人
う
こ
か
し
か
た
き
儀
あ
ら
ハ
、
何
か
た
へ
首
を
む
け
て
も
く
る
し
か
ら
す
、
病
人
息
た
へ
脉
き
へ
て
、
温
な
る
事
も
な
く
、
死
に
極
る
時
ハ
、
行
水
の
用
意
を
い
た
し
、
し
ん
し
ゆ
神
主
を
書
へ
し
、
(胡
粉
)
(陶
)
ご
ふ
ん
か
、
た
う
の
土
を
大
豆
の
こ
か
、
し
や
ふ
の
り
を
入
て
、
皿
の
中
に
て
、
指
を
以
て
能
と
き
て
ぬ
り
、
其
上
二
書
な
り
、
-岡
山
藩
神
職
請
制
度
補
考
喘二
爪
三
二
八
四
フ
ン
メ
ン
粉
面
孝
子
何
右
衛
門
奉
祀
顕
考
何
左
衛
門
厳
君
神
主
父
之
神
主
ハ
如
レ此
題
ス
ル
也
カ
ン
チ
ウ
陷
中
年
号
幾
年
竏
幾
月
幾
日
生
備
前
何
郡
何
村
享
年
幾
年
号
幾
年
奸
幾
月
幾
日
死
葬
備
前
何
郡
何
村
フ
ン
メ
ン
粉
面
孝
子
何
右
衛
門
奉
祀
顕
妣
某
氏
室
人
神
主
母
之
神
主
ハ
如
レ
此
題
ス
ル
也
年
号
カ
ン
チ
ウ
陷
中
某
氏
小
名
某
神
主
年
号
一
此
時
の
行
水
ハ
、
別
に
石
な
り
と
も
土
な
り
と
も
、,
か
ま
と
の
こ
と
く
し
て
、
湯
を
わ
か
し
、
か
ミ
あ
ら
ひ
、
行
水
さ
す
へ
し
、
乍
レ
去
、
勢
ひ
に
よ
り
、
常
の
か
ま
と
を
用
ひ
て
も
く
る
し
か
ら
す
、
た
ら
い
桶
も
、
常
に
用
る
に
て
も
く
る
し
か
ら
す
、
行
水
さ
せ
候
ハ
・
、
布
に
て
も
木
綿
に
て
な
り
と
も
、
水
気
を
す
き
と
ふ
き
、
常
の
こ
と
く
か
ミ
を
ゆ
ひ
、
爪
を
と
り
、
ひ
け
を
そ
り
、
死
人
の
ぎ
る
物
の
中
に
て
新
き
を
き
せ
、
帯
・
下
帯
さ
せ
、
足
袋
は
か
す
へ
し
、
き
る
物
は
夏
冬
の
時
節
に
応
し
、
綿
入
・
あ
わ
せ
.
帷
子
き
す
へ
し
、
上
下
ハ
棺
の
内
へ
入
、
死
人
の
爪
・
ひ
け
を
ハ
棺
の
わ
き
へ
入
る
二
者
也
、
べ
き
も
く
き
ん
∵
右
の
こ
と
く
行
水
さ
せ
、
き
る
物
を
き
せ
、
左
の
図
の
こ
と
く
、、
幎
目
巾
を
こ
し
ら
へ
、
面
を
お
二
ひ
、
握
手
帛
に
て
両
手
を
つ
x
ミ
・
南
楚
し
て
・
難
の
け
箆
さ
し
め
・
静
な
る
所
に
置
、
死
人
の
枕
も
と
東
の
方
に
机
を
置
、
其
走
輩
子
を
そ
な
ふ
へ
し
、お 目 幎
'
.
(曲
尺
)
布
に
て
も
木
綿
に
て
も
、
日
本
か
ね
七
寸
七
分
四
方
に
し
て
、
四
方
の
角
五
寸
程
つ
つ
の
ひ
ほ
を
つ
け
、
死
人
の
面
を
お
、
ひ
、
四
方
の
ひ
ほ
に
て
、
首
の
う
↓
う
に
て
む
7す
ふ
へ
し
。
、
帛 手 握
ノ
杲
麺
に
て
長
七
寸
七
分
・
横
三
寸
募
に
し
て
、
す
ミ
く
に
ひ
ほ
を
づ
け
、
如
此
貳
つ
こ
し
ら
へ
、
死
人
の
手
を
う
ち
ょ
り
つ
こ
、
、
そ
と
へ
ま
ハ
し
、
ひ
ほ
を
む
す
ふ
へ
し
。
幎
目
布
・
握
手
畠
い
つ
れ
も
、
ふ
た
へ
に
す
へ
し
。
一
何
板
に
て
も
棺
を
さ
し
、
棺
の
中
へ
死
人
を
入
て
、
其
す
き
ま
を
、
き
る
物
の
類
又
ハ
く
り
綿
に
て
能
つ
め
て
、
蓋
を
し
て
、
釘
に
て
し
む
へ
し
、
一
棺
を
野
へ
や
る
時
、
木
綿
に
て
も
布
に
て
も
、
四
幅
を
棺
の
長
さ
よ
り
少
し
長
ク
、
棺
の
前
後
へ
か
N
る
程
に
し
て
、
右
之
四
幅
を
岡
山
藩
神
職
請
制
度
補
考
二
八
五
二
八
六
ぷ
'と
ん
な
と
の
二
と
く
、
わ
き
を
ぬ
ひ
、
棺
に
打
か
け
て
や
る
へ
し
丶
一
棺
を
野
へ
や
る
次
第
、
先
へ
銘
旌
を
持
せ
、
次
に
神
主
・
机
を
持
、
扨
、
棺
を
か
き
、
一
類
共
供
す
へ
し
、
(継
)
(幅
)
(胡
粉
)
一
銘
旌
の
仕
様
、
赤
き
紙
を
長
さ
五
尺
は
か
り
に
つ
き
、
横
は
紙
は
二
ほ
と
に
し
て
、
何
村
め
某
柩
と
大
文
字
に
、
こ
ふ
ん
に
て
書
、
(葛
)
(合
掌
)
竹
さ
ほ
に
ゆ
ひ
つ
け
て
持
へ
し
、
銘
旌
之
上
ノ
方
を
ハ
、
く
つ
屋
の
か
つ
し
や
う
の
こ
と
く
、
板
を
入
て
す
る
也
、
銘
旌
何
村
何
左
衛
門
柩
葬
の
時
、
此
銘
旌
さ
ほ
を
の
け
、
棺
の
上
に
置
、
う
つ
む
べ
し
。
一
埋
へ
き
所
の
地
を
前
か
と
に
吟
味
し
、
壙
を
ほ
る
へ
し
、
壙
を
ほ
る
前
に
、
先
、
地
祭
を
す
る
な
り
、
其
仕
様
ハ
、
机
、
火
入
、
沈
香
、
徳
利
に
酒
を
入
、
か
わ
ら
け
を
持
ゆ
き
、
新
敷
莚
を
壱
弐
枚
、
壙
を
ほ
る
へ
き
と
思
ふ
東
の
わ
き
に
敷
、
其
上
に
机
を
北
の
方
に
な
を
し
、
火
入
・
香
を
お
き
、
か
わ
ら
け
に
酒
を
一
は
い
つ
き
、
机
の
上
に
置
、
扨
、
香
を
た
き
、
北
に
向
て
祝
文
を
よ
ミ
、
再
拝
し
て
、
酒
を
地
に
ご
ほ
す
へ
し
、
其
死
人
の
遠
き
一
門
に
て
も
、
他
人
に
て
も
、
た
の
む
へ
き
な
り
、
祝
文
隹
:
糸
年
曩
年
歳
次
干
袤
旱
支
越
干
支
钁
旱
熏
某
姓
名
髞
.、缶
手
土
地
婆
今
為
二某
姓
名
聹
妙
い
桐
爨
礎
只
ス
ヲ
レ
ソ
シ
ケ
テ
メ
ヨ
カ
ラ
テ
ヲ
ソ
テ
ム
ニ
ク
ハ
ケ
モ
へ
営
二
建
宅
兆
↓
神
其
保
佑
俾
レ
無
二
後
艱
{
謹
以
二
清
酌
↓
祗
薦
二
于
神
{
尚
饗
、
よ
ミ
終
て
再
拝
し
、
祝
文
を
や
く
へ
し
、
一
棺
を
壙
へ
お
ろ
す
時
、
首
の
方
を
北
に
し
、
足
の
方
を
南
に
し
て
お
ろ
す
へ
し
、
扨
、
喪
の
主
人
、
棺
に
向
て
再
拝
す
へ
し
、
-
一
棺
を
お
ろ
し
、
壙
へ
土
を
入
そ
め
て
、
扨
、
神
主
を
机
の
上
に
南
む
き
に
な
を
し
、
火
入
・
香
を
置
、
酒
を
か
わ
ら
け
に
つ
き
、
菓
子
を
備
へ
て
、
祝
文
を
よ
む
也
、
・
、
、
.
、
こ
ρ
、
＼
・
・
維
年
号
幾
年
嚢
干
袤
月
干
支
摯
支
羅
旱
支
哀
子
某
翫
、缶
二于
何
左
衛
門
薯
簍
輝
鍬
覲
榁
憂
悸
諦
私
蚤
.里
諏
遮
壼
宴
伽
.悔
..、
鏨
彪
整
触
、
よ
ミ
終
り
て
、
一
類
再
拝
し
て
、
神
主
の
と
も
を
い
た
し
、
宿
へ
帰
る
へ
し
、
但
シ
、
此
祝
文
ハ
宿
へ
持
候
て
帰
、
や
く
へ
し
、
一
宿
へ
帰
り
、
喪
の
主
人
、
神
主
を
机
に
な
を
し
、
香
を
た
き
再
拝
し
、
常
の
こ
と
く
膳
ぶ
を
調
へ
、
何
に
て
も
腥
き
物
を
す
へ
(
酒
を
三
献
す
姦
へ
し
、
倶
初
献
の
時
婆
つ
き
神
主
の
亠削
罐
其
身
神
壷
削
に
か
と
ま
り
候
て
、
可
・申
ハ(、飯
)
含
虞
の
祭
を
す
二
む
、
こ
い
ね
か
ハ
く
ハ
う
け
た
ま
へ
と
、
口
の
う
ち
に
て
神
主
へ
つ
け
再
拝
し
、
扨
,
酒
三
献
過
、
箸
を
め
し
に
よ
こ
に
立
、
常
之
者
の
も
の
く
ふ
程
間
を
置
、
茶
を
す
玉
め
、
再
拝
し
て
膳
を
と
り
、
神
主
を
納
へ
し
、
如
レ
此
す
る
を
初
虞
の
祭
と
い
ふ
也
、
虞
の
祭
と
ハ
、
親
の
た
ま
し
ゐ
の
神
主
に
よ
り
た
る
を
、
子
の
家
に
お
ち
つ
け
安
す
ん
せ
し
め
ん
か
為
な
り
、
一
初
虞
の
祭
し
て
後
、
乙
丁
巳
辛
癸
、
此
内
い
つ
れ
の
日
な
り
と
も
、
早
天
に
、
右
の
こ
と
く
祭
を
す
へ
し
、
是
を
再
虞
の
祭
と
い
ふ
也
、
一
再
虞
の
祭
し
て
後
、
其
翌
田
に
て
も
、
ま
た
ハ
其
後
、
甲
丙
戊
庚
壬
、
此
内
い
つ
れ
の
日
成
ど
も
、
早
天
に
、
右
の
こ
と
く
祭
を
す
へ
し
、
こ
れ
を
三
虞
の
祭
と
い
ふ
な
り
、
(告
)
一
忌
あ
き
、
可
二
罷
出
一と
思
ふ
前
日
、
又
虞
祭
の
こ
と
く
祭
を
す
へ
し
、
是
を
卒
哭
の
祭
と
い
ふ
な
り
、
但
、
神
主
へ
つ
け
候
こ
と
は
、
今
日
卒
哭
の
祭
を
す
玉
む
、
こ
い
ね
か
ハ
く
ハ
う
け
た
ま
へ
と
告
る
な
り
、
右
の
祭
四
度
な
か
ら
、
か
ミ
あ
ら
い
、
湯
を
あ
び
て
、
と
り
お
こ
な
ふ
へ
し
、
一
惣
而
喪
の
主
人
、
忌
の
内
ハ
毎
日
朝
晩
、
茶
菓
子
を
備
へ
て
、
再
拝
す
へ
し
、
一
棺
を
お
さ
め
候
壙
土
の
能
落
つ
き
た
る
時
、
墓
を
つ
く
へ
し
、
根
置
棺
の
な
り
に
へ
北
を
ひ
ろ
く
南
を
荏
く
、
長
ミ
ξ
ぐ
へ
し
^
岡
山
藩
神
職
請
制
度
補
考
二
八
七
二
八
八
但
、
上
を
水
の
よ
く
走
り
候
様
に
、
上
ほ
そ
に
つ
く
へ
し
、
勢
ひ
可
レ
成
も
の
ハ
、
墓
の
前
に
碑
石
を
立
へ
し
、
碑
石
の
大
サ
寸
法
、
銘
之
書
様
、
左
の
こ
と
し
、
何
氏
何
右
衛
門
墓
(曲
尺
)
碑
石
之
高
サ
、
日
本
カ
ネ
ニ
テ
ニ
尺
五
寸
六
分
、
但
台
ヨ
リ
上
広
サ
六
寸
四
分
、
厚
サ
四
寸
二
分
六
リ
ソ
、
台
ノ
高
サ
六
寸
四
分
、
氏
ナ
ク
ハ
何
村
何
右
衛
門
ト
書
ヘ
シ
、
女
ナ
ラ
バ
何
右
衛
門
之
妻
何
氏
墓
ト
書
ヘ
シ
、
氏
ナ
ク
ハ
名
ヲ
書
ヘ
シ
、
ウ
ラ
ニ
年
号
幾
年
幾
月
幾
日
死
ス
ト
書
ヘ
シ
、
右
葬
の
儀
、
礼
式
を
加
へ
度
存
も
の
ハ
、
文
公
家
礼
を
考
へ
、
分
限
に
応
し
儀
式
を
可
レ
加
も
の
な
り
、
儒
道
を
尊
ひ
、
親
の
神
主
を
設
、
吉
利
支
丹
請
に
神
職
を
立
候
民
共
、
忌
日
・
墓
祭
・
朔
日
・
十
五
日
・
節
句
の
礼
儀
仕
度
存
も
の
ハ
、
如
レ左
い
た
す
へ
し
、
但
、
忌
日
と
ハ
人
死
候
其
月
日
を
い
ふ
な
り
、
毎
月
の
死
日
を
ハ
儒
道
ニ
ハ
祭
ら
ぬ
も
の
な
り
、
忌
日
之
儀
一
前
一
日
さ
か
や
き
を
そ
り
、
髪
あ
ら
ひ
、
湯
あ
ひ
、
け
か
れ
さ
る
や
う
に
た
し
な
ミ
、
酒
に
ん
に
く
の
類
を
く
ハ
す
、
可
レ成
な
ら
(潔
斎
)
ハ
病
人
死
人
の
所
へ
も
行
へ
か
ら
す
、
如
レ此
す
る
を
、
け
つ
さ
い
と
い
ふ
也
、
(掃
除
)
(鍋
釜
)
一
前
日
さ
う
ち
い
た
し
、
な
べ
か
ま
を
あ
ら
ふ
へ
し
、
一
其
日
早
天
に
お
き
、
神
主
を
出
し
、
香
を
た
き
、
再
拝
し
、
何
に
て
も
食
物
を
こ
し
ら
へ
、
椀
か
茶
碗
か
に
も
り
、
腥
き
も
の
を
そ
へ
、
酒
あ
ら
ハ
、
か
わ
ら
け
に
て
な
り
と
も
三
献
す
瓦
む
へ
し
、
但
、
初
献
の
時
、
酒
を
つ
き
、
神
主
の
前
に
置
、
其
身
か
し
こ
ま
り
候
而
、
可
レ
申
ハ
、
今
日
忌
目
の
祭
を
す
玉
む
、
こ
い
ね
か
ハ
く
ハ
う
け
た
ま
へ
と
、
口
の
う
ち
に
て
神
主
へ
告
、
再
拝
す
へ
し
、
婁
酒
三
献
過
箸
を
飯
に
よ
こ
に
た
て
、
擘
へ
出
、
常
の
も
の
易
く
ふ
ほ
と
間
を
置
、
萎
備
へ
、
再
拝
し
て
神
主
を
纏
膳
を
と
る
へ
し
、
一
忌
日
に
は
、
親
に
別
れ
候
時
の
事
を
思
ひ
出
し
、
か
な
し
き
ゆ
へ
に
、
魚
鳥
を
く
ハ
す
、
酒
を
の
ま
す
、
遊
ハ
さ
る
も
の
也
、
墓
祭
之
儀
薹
へ
何
に
て
も
備
へ
度
と
存
も
の
ハ
、
三
月
朔
日
よ
り
吉
斈
の
う
ち
に
、
擘
次
第
、
何
に
て
も
そ
な
へ
、
香
を
た
き
、
再
拝
す
へ
し
、
儒
道
に
は
、
七
月
に
墓
参
い
た
し
墓
に
火
を
と
ほ
し
、
井
に
盆
祭
り
ハ
せ
ぬ
も
の
な
り
、
朔
日
・
十
五
目
・
節
句
之
儀
莓
月
朔
日
の
朝
ハ
・
香
を
た
ミ
蕾
て
も
盪
て
も
神
主
へ
そ
な
へ
、
再
拝
す
へ
し
、
時
の
作
り
も
の
二
初
尾
出
来
合
有
・之
候
て
、
神
主
へ
備
へ
度
存
候
ハ
・
、
此
時
そ
な
へ
再
拝
す
へ
き
な
り
、
又
毎
月
十
五
日
の
朝
は
、
香
を
た
き
、
茶
二
而
も
湯
に
て
も
備
へ
、
再
拝
す
へ
し
、
一
正
月
元
日
三
月
三
日
・
五
月
吾
・
七
月
吉
・
九
月
九
日
、
右
朔
日
の
こ
と
く
香
を
た
き
、
葎
て
も
盪
て
も
備
へ
、
再
拝
す
へ
し
、
但
、
此
日
何
に
て
も
食
物
こ
し
ら
へ
合
候
而
、
神
主
へ
そ
な
へ
度
存
候
ハ
、
、
備
へ
再
拝
す
へ
し
、
右
祭
の
儀
、
礼
式
を
加
へ
度
存
も
の
ハ
、
文
公
家
礼
を
考
へ
、
分
限
に
応
し
儀
式
を
可
レ加
者
也
、
儒
道
を
尊
ひ
、
親
の
神
主
を
設
、
吉
利
支
丹
請
二
神
職
を
立
候
下
民
共
ハ
、
八
月
の
中
に
作
り
初
尾
に
て
、
い
き
た
る
親
を
ふ
る
ま
ふ
こ
と
く
お
も
ひ
、
神
主
を
祭
へ
き
事
、
一
前
一
日
さ
か
や
き
を
す
り
、
か
ミ
洗
、
湯
あ
ひ
、
け
か
れ
さ
る
や
う
に
た
し
な
ミ
、
酒
に
ん
に
く
の
類
を
く
ハ
す
、
可
レ成
な
ら
ハ
病
人
死
人
の
所
へ
も
行
へ
か
ら
す
、
如
レ此
す
る
を
、
け
つ
さ
い
と
い
ふ
也
、
察
の
前
旦
ま
つ
る
へ
き
と
思
産
鼕
言
ぢ
い
た
し
・
麟
蠶
わ
蠹
ガ
と
、
あ
ら
ひ
置
へ
し
、
岡
山
藩
神
職
請
制
度
補
考
・二
八
九
二
尤
σ
一
ま
つ
り
の
旦
一
村
の
内
に
て
釜
の
亠
類
く
ミ
食
其
内
に
豪
も
び
ろ
蠹
?
所
を
亭
主
に
ざ
た
め
、
祭
の
日
早
天
に
・
め
い
く
の
家
の
神
主
を
か
ニ
へ
ま
い
り
、
祭
の
亭
主
め
座
敷
に
な
を
し
、
神
主
の
お
x
ひ
を
と
り
、
あ
つ
ま
り
候
も
の
一
同
に
再
拝
し
、
か
し
こ
ま
り
お
る
へ
し
、
扨
、
あ
つ
ま
り
候
も
の
N
ケ
ち
に
て
惣
領
筋
の
者
壱
人
、
香
案
の
前
へ
罷
出
か
し
こ
ま
り
、
香
を
た
き
、
酒
を
か
わ
ら
け
に
つ
き
、
茅
砂
の
上
に
ご
ほ
し
、
再
拝
す
へ
し
、
是
を
降
神
と
い
ふ
、
但
、
香
案
と
ハ
、
つ
く
へ
の
上
に
香
炉
に
火
を
入
、
香
を
置
、
酒
を
徳
利
に
入
丶
か
わ
ら
け
を
そ
へ
置
事
也
、
,茅
砂
と
ハ
、
き
れ
(砂
鉢
)
い
な
る
砂
を
さ
は
ち
に
入
、
ち
が
や
を
一
に
ぎ
り
、
長
さ
五
六
寸
計
に
き
り
、
も
と
を
糸
に
て
ゆ
ひ
、
砂
へ
入
て
立
お
く
事
な
り
、
一
膳
を
め
い
く
の
神
主
へ
す
ゆ
べ
し
、
妻
子
な
と
も
心
次
第
に
祭
の
所
へ
ま
い
り
、
何
に
て
も
・
ま
つ
り
の
手
つ
た
い
仕
へ
し
・
一
酒
を
三
ご
ん
、
め
い
く
の
親
の
神
主
へ
す
N
む
へ
し
、
但
、
初
献
の
時
、
酒
を
つ
ぎ
、
神
主
の
前
に
を
き
、
其
身
神
主
の
前
に
か
し
こ
ま
り
候
て
、
可
レ
申
ハ
、
今
日
仲
秋
の
祭
を
す
筑
む
、
こ
い
ね
か
ハ
く
ハ
う
け
.た
ま
へ
と
、
口
の
内
に
て
一
人
り
x
其
親
の
神
主
へ
つ
げ
、
再
拝
す
へ
し
、
一
酒
三
献
ず
き
、
神
主
の
前
へ
あ
い
く
参
、
箸
を
飯
に
ょ
ヒ
に
立
候
て
、
勝
手
へ
出
、
常
の
者
の
め
し
た
へ
候
程
間
を
お
き
、
茶
を
め
い
く
持
候
而
、・
神
主
へ
そ
な
へ
、
皆
々
一
lu
J
再
拝
し
て
、
膳
を
取
神
主
を
お
さ
め
、
祭
の
備
物
を
、
其
家
に
て
よ
り
合
候
一
類
共
い
た
玉
き
た
へ
候
て
、
子
共
息
災
に
て
幾
久
し
く
親
々
を
祭
り
候
様
に
と
い
わ
ひ
、
此
日
は
遊
ひ
、
家
子
な
と
も
や
す
ま
せ
可
レ
申
候
、
扨
、
其
日
い
つ
に
て
も
、
め
い
く
宿
へ
帰
候
時
、
神
主
を
か
玉
ぺ
も
ど
り
候
て
、一
不
断
の
所
に
お
く
へ
し
、
右
祭
の
儀
、
礼
式
を
加
へ
度
と
存
も
の
ハ
、
文
公
家
礼
を
考
へ
、
分
限
に
応
し
儀
式
を
可
レ加
も
の
也
、
,
口
上
二
申
渡
覚
`
一
食
米
、
神
主
一
位
二
、
三
合
よ
り
一
升
迄
の
内
、
い
き
お
ひ
次
第
、
祭
の
亭
主
之
所
へ
、
前
日
よ
り
遣
し
可
レ
置
事
、
　
マ
へ
　
一
酒
.
し
ほ
肴
、
寄
合
候
者
共
申
合
、
祭
の
亭
主
の
所
へ
前
日
可
レ遣
、
亭
主
ハ
薪
・
塩
噌
を
馳
走
可
レ
仕
事
、
一
香
の
事
、
沈
香
無
レ
之
も
の
ハ
、
か
ら
よ
も
ぎ
を
ほ
し
、
粉
に
し
て
、
た
き
可
レ
申
事
、
一
机
無
レ
之
も
の
ハ
、
櫃
の
ふ
た
か
、
戸
板
か
を
、
机
の
か
ハ
り
に
可
レ
用
事
、
一
椀
に
て
も
茶
碗
に
叢
神
主
の
一
位
に
一
難
つ
・
・
餮
鑾
と
も
に
、
盃
に
は
か
わ
ら
け
に
て
も
不
・
苦
候
問
兼
而
こ
し
ら
へ
置
隅
祭
の
前
日
よ
り
、
祭
の
亭
主
の
か
た
へ
可
二
遣
置
一事
、
(
以
上
)
註①
『
岡
山
大
学
法
文
学
部
学
術
紀
要
』
五
号
、
の
ち
に
拙
著
『
武
家
時
代
の
政
治
と
文
化
』
に
所
載
。
②
『
徳
川
禁
令
考
』
(
前
集
第
五
)
巻
四
十
「
寺
社
」
第
四
十
五
章
、
二
五
七
四
、
諸
宗
寺
院
法
度
。
③
同
右
、
二
五
七
五
、
下
知
状
。
④
(
寛
文
七
年
)
七
月
八
日
付
、
磐
梨
郡
代
官
村
主
九
右
衛
門
書
上
覚
、
(
池
田
家
文
庫
P
3
-
10
)
。
⑤
(寛
文
七
年
)
七
月
八
日
付
、
赤
坂
郡
代
官
和
田
太
郎
左
衛
門
書
上
覚
、
(
池
田
家
文
庫
P
3
1
10
)
。
⑥
『
備
陽
国
史
類
編
』
寛
文
七
年
「上
令
并
言
上
」
四
月
晦
日
の
条
、
酒
井
雅
楽
頭
へ
被
遣
書
付
、
(池
田
家
文
庫
A
l
i
47
)
。
⑦
『
御
触
書
寛
保
集
成
』
(
十
三
、
御
朱
印
御
判
物
御
感
状
等
之
部
)
六
九
五
。
⑧
『
破
鳥
鼠
論
』
(『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』
不
受
不
施
講
門
派
部
「
日
講
上
人
集
」
所
収
)。
宮
崎
英
修
『禁
制
不
受
不
施
派
の
研
究
』
第
一
部
第
三
章
第
四
節
1
不
受
派
の
内
訌
(
1
1
1
1　
1
1
.
頁
)
、
岡
山
藩
神
職
請
制
度
補
考
辻
善
之
助
『
日
本
仏
教
史
』
近
世
三
、
第
十
章
第
十
一
節
(
二
四
五
～
二
四
八
頁
)
参
照
。
⑨
『
備
陽
国
史
類
編
』
寛
文
七
年
「
上
令
并
言
上
」
四
月
晦
日
の
条
、
酒
井
雅
楽
頭
へ
被
遣
書
付
、
(池
田
家
文
庫
A
l
1
47
)
。
⑩
『
御
留
帳
』
寛
文
六
年
八
月
三
潤
の
条
、
(
池
田
家
文
庫
A
1
-
82
)
。
⑪
池
田
家
文
庫
A
1
-
49
。
⑫
池
田
家
文
庫
P
1
ー
嬲
。
⑬
『
御
留
帳
』
寛
文
七
年
三
月
ナ
六
日
の
条
、
(
池
田
家
文
庫
A
1
-
71
)
。
⑭
こ
の
と
き
派
遣
さ
れ
た
巡
見
使
は
、
稲
葉
清
左
衛
門
・
徳
氷
頼
母
・
市
橋
三
四
郎
の
三
名
で
、
八
月
十
日
か
ら
十
三
日
に
か
け
て
領
内
を
巡
見
し
て
い
る
。
⑮
『
御
留
帳
』
寛
文
七
年
九
月
二
日
の
条
、
(
池
田
家
文
庫
A
l
L
72
)
。
⑯
寛
文
七
年
未
ノ
八
月
日
、
備
州
津
高
郡
百
姓
目
安
之
写
、
(
池
田
家
文
庫
p
3
ド
ー7
)
。
二
九
「
二
九
二
⑰
寛
文
七
年
八
月
十
一
日
、
備
前
津
高
郡
行
好
目
安
、
(
池
田
家
文
庫
P
3
1
17
)
。
⑱
池
田
家
文
庫
P
l
l
蛻
～
m
。
⑲
『寛
文
六
年
亡
所
仕
古
寺
書
上
帳
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
日
蓮
宗
寺
院
で
廃
寺
と
な
っ
た
も
の
の
う
ち
、
妙
国
寺
お
よ
び
妙
善
寺
の
末
寺
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
み
る
と
、
津
高
郡
目
蓮
宗
寺
院
の
廃
寺
一
一
九
の
う
ち
妙
国
寺
末
寺
四
一
、
妙
善
寺
末
寺
八
、
御
野
郡
日
蓮
宗
寺
院
の
廃
寺
六
五
の
う
ち
妙
国
寺
末
寺
一
〇
、
妙
善
寺
末
寺
一
六
、
磐
梨
郡
日
蓮
宗
寺
院
の
廃
寺
四
〇
の
う
ち
妙
国
寺
末
寺
九
、
赤
坂
郡
の
日
蓮
宗
寺
院
の
廃
寺
三
一
の
う
ち
妙
国
寺
末
寺
一
四
、
四
郡
合
せ
て
、
妙
国
寺
末
寺
七
四
、
妙
善
寺
末
寺
二
四
を
数
え
て
い
る
。
⑳
『
備
陽
国
史
類
編
』
寛
文
九
年
「
国
学
記
」
六
月
晦
日
の
条
、
(
池
田
家
文
庫
A
1
-
49
)。
『
池
田
光
政
公
伝
』
第
四
十
二
章
「廟
祭
」
参
照
。
⑳
『
備
陽
国
史
類
編
』
寛
文
九
年
「
国
学
記
」
六
月
晦
目
の
条
、
(
池
田
家
文
庫
A
l
1
49
)
。
『
池
田
光
政
公
伝
』
第
四
十
三
章
「
和
意
谷
改
葬
」
参
照
。
な
お
天
和
二
年
に
光
政
卒
去
の
際
に
も
、
そ
の
葬
儀
は
、
も
ち
ろ
ん
儒
礼
を
も
っ
て
行
な
わ
れ
、
同
じ
和
意
谷
敦
土
山
に
葬
ら
れ
た
。
⑫
『
備
陽
国
史
類
編
』
寛
文
九
年
「
国
学
記
」
六
月
晦
日
の
条
、
(
池
田
家
文
庫
A
l
1
49
)
。
な
お
、
こ
の
諭
達
の
文
は
、
の
ち
寛
政
年
間
に
岡
山
藩
士
大
沢
惟
貞
が
編
修
し
た
『吉
備
温
故
秘
録
』
巻
之
十
九
「葬
祭
」
の
部
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
文
章
に
か
な
り
の
異
同
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
藩
庁
の
記
録
で
あ
る
『
備
陽
国
史
類
編
』
記
載
の
も
の
に
依
っ
た
。
